
科学技術イノベーション政策推進専門調査会の開催について 
 

平成 28 年 3 月 17 日 
 

１． 位置付け 

 ○第５期科学技術基本計画（以下、基本計画）を強力に推進するための実行力を

伴う体制として、総合科学技術・イノベーション会議（議長：内閣総理大臣）の下

に設置されている科学技術イノベーション政策推進専門調査会を活用。 

 

２．検討テーマ 

 ○個別テーマとして、主に、 

・人材力の強化、知の基盤の強化、資金改革の強化（基本計画の第４章） 

・オープンイノベーションを推進する仕組みの強化、中小・ベンチャー企業の創

出強化、知的財産・標準化の戦略的活用、制度の見直しと整備等（基本計画

の第５章） 

等（基本計画第２章(2)、(3)及び第３章以外）についての具体的推進方策を

検討する。 

○科学技術イノベーション政策を俯瞰する視点から、中期計画である基本計画の

推進とフォローアップ、毎年度の科学技術イノベーション総合戦略（以下、総合

戦略）の策定とフォローアップ等を行う。 

 

３． 毎年の年間スケジュールのイメージ（検討状況により、多少変更の可能性も） 

１～２月：各省の取組の現状把握 

３～４月：現状把握を踏まえた課題の抽出 

（基本計画と総合戦略のフォローアップ）、 

来年度の政策、施策の方向性検討（骨子） 

５～６月：総合戦略の策定 

７～１２月：４章、５章の政策、施策の検討（人材、知・情報、資金、制度）     

＋毎年度２つ程度のテーマを深堀 

 ※２か月に１回程度のペースで開催予定 
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総合科学技術・イノベーション会議

① 科学技術に関する基本的な政策の調査審議
② 予算・人材等の資源配分方針等の調査審議
③ 国家的に重要な研究開発の評価

科学技術イノベーション政策推進
専門調査会

・個別テーマとしてヨコのテーマ
（主に第５期基本計画の４章、５章）を扱う。

・科学技術イノベーション政策を俯瞰する視
点から、中期計画である基本計画の推進
とフォローアップ、毎年度の科学技術イノ
ベーション総合戦略の策定とフォローアッ
プ等を行う。

評価専門調査会

<調査･検討事項>
・評価のためのルール

作り
・国家的に重要な研究

開発の評価

生命倫理専門調査会

<調査･検討事項>
・ヒトＥＳ細胞の樹立及び

使用に関する指針
・特定胚の取扱いに関する

指針
・ヒト胚の取扱いに関する

基本的考え方

重要課題専門調査会

・個別テーマとしてタテのテーマ（２章、３章）
を扱う。
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※ ※

＜専門調査会の下に戦略協議会を設置＞

※各協議会の座長、副座長クラスの有識者が専門調査会
委員を兼任

基本計画専門調査会
<調査･検討事項>
科学技術の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、国内外の情勢を踏まえて、科学技術の振興に関する基本的な計画
（第５期科学技術基本計画）について調査・検討を行う。

総合科学技術・イノベーション会議組織図
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